


久留米信愛女学院短期大学の建学の精神と教育理念 

 

建学の精神は、キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成することである。

ショファイユの幼きイエズス修道会創立者レーヌ・アンティエの言葉に、「人々が神を知り、

神を愛するようになるために、私たちの全生涯を捧げましょう」、そして「マリアにおいて幼子と

なられた神の愛を世に示す」とあるように、創立者と幼きイエズス修道会のカリスマが本学の

建学の精神の根底にある。 

教育理念はこの建学の精神に基づいて、以下のように示される。 

カトリックの精神を基盤として、学生の全人格的な開花を目指す。学生一人ひとりが主体性

を確立し、それぞれの可能性を最大限に伸ばして自己形成を図ると共に、女性としての豊

かな心をもって社会の建設に貢献する人間を育成する。この教育理念を具現化するため、

５つの柱に従い教育する。 

１． キリストの教えに根ざした教育 

２． 一人ひとりを大切にする教育 

３． 能力の開発を目指す教育 

４． 自己形成を促す教育 

５． 社会貢献への態度を形成する教育 

 

 

久留米信愛女学院短期大学及び学科の教育目的・目標 

 

建学の精神「キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成する」に基づいた本

学全体及び学科の教育目的・目標は以下の通りである。 

 本学全体の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす」ことのできる「女性として豊かな心

をもって社会の建設に貢献する人間を育成する」ことである。 

 幼児教育学科の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす喜びを知り、子どもとの関わり

の中で実践できる保育者を養成する。そのために子どもの発達の理解と支援に必要な知識、

保育方法・技術を身につけた保育者を育成する」ことである。 

 フードデザイン学科の教育目的・目標は、「食に関するあらゆる場において、豊かな感性と

総合的な技術をもった栄養士を養成する。すなわち、自分を他者に生かす喜びをもち、健

康的な食事を計画・調理・提供できる基礎知識と食空間を演出できる応用力を身につけた

栄養士を育成する」ことである。 
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カリキュラムポリシー 

教育目的・目標に基づいたフードデザイン学科のカリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）は以

下の通りです。 

フードデザイン学科は、ディプロマポリシーに掲げた目標を達成するため、以下の教育内容と方法を実施

する。 

1. 教育内容 

① 全学科共通の「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「キリスト教概論」を履修し、キリスト教に基づく価値観を土

台に人格形成の基本を養う。 

② 基礎教育科目群の履修を通して、現代社会に生きる女性としての教養を身につけるとともに、「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で自らのキャリアを考え、社会人としての基礎を築く。 

③ 給食の運営科目群の「給食計画論」、「給食実務論」、「給食管理実習Ⅰ・Ⅱ」、「校外給食管理実習

Ⅰ・Ⅱ」ならびに「献立デザイン演習」、「栄養士情報処理演習」等の履修を通して、給食業務に必要

とされる栄養士の実践的な知識と技術を習得する。 

④ 栄養と健康科目群の「応用栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「応用栄養学実習」、「臨床栄養学概論」、「臨床栄養学

実習」、社会生活と健康科目群の「公衆衛生学」、「社会福祉概論」ならびに栄養の指導科目群の

「栄養指導論」、「栄養指導演習」、「栄養指導実習」、「公衆栄養学概論」等の履修を通して、健康

管理の知識と栄養指導の技術を習得する。 

⑤ 給食の運営科目群の「調理学」、「基礎調理学実習Ⅰ・Ⅱ」、「応用調理学実習Ⅰ・Ⅱ」ならびに食品

と衛生科目群の「食品衛生学」、「食品衛生学実験」等の履修を通して、調理理論に基づいた安全な

食事を作る技術を習得する。 

⑥ 健康と栄養科目群の「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、食品と衛生科目群の「食品学総論」、「食品学各論」、

「食品学実験」ならびに人体の構造と機能科目群の「解剖学」、「生理学」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」、「生化

学実験」等の履修を通して、食品中の栄養成分の生体内活用について学ぶ。 

⑦ 「栄養士基礎演習」、「栄養士総合演習Ⅰ・Ⅱ」、「フードプロジェクト」、「卒業セミナー」等の履修を通

して、食と栄養に関する知識をより広い視点で総合的に捉える力を身につけ、家庭や地域社会に栄

養士として貢献できる力を養う。 

⑧ 「医療事務総論」、「医療事務演習」、「医療秘書実務学」、「医療秘書実務実習」等の履修を通して、

医療事務に必要とされる基礎的な知識と技術を習得する。 

2. 教育方法 

① 学修に対する自己評価、履修カルテの活用などを通して学びのフィードバックを行い、教育目的・目

標に基づいたカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーの整合性を図る。 

② 主体的な学びの力を高めるために、「給食計画論」、「給食実務論」、「フードプロジェクト」、「卒業セミ

ナー」の中でアクティブラーニングを取り入れた教育方法を実施する。 

③ 専門教育科目では、とくに給食の運営における実務について演習および実習し、実践力の向上・強化

を図る。 

④ 「栄養士総合演習Ⅰ・Ⅱ」において、栄養士養成カリキュラムの総復習を行い、「栄養士実力認定試

験」（一般社団法人全国栄養士養成施設協会主催）で、自己の学習成果を確認する。 





フードデザイン学科　カリキュラムマップ

ディプロマポリシー8つの項目によるカリキュラムマップ

ポイント ◎：2ポイント　○：1ポイント

1 2 3 4 5 6 7 8
キリスト教概論 ◎ ○
信愛教育Ⅰ ◎ ○
信愛教育Ⅱ ◎ ○
信愛教育Ⅲ ◎ ○
信愛教育Ⅳ ◎ ○
英語Ⅰ ◎
英語Ⅱ ◎
英語Ⅲ ◎
英語Ⅳ ◎
英語Ⅴ ◎
フランス語Ⅰ ◎
フランス語Ⅱ ◎
キャリアガイダンスⅠ ◎ ○
キャリアガイダンスⅡ ◎ ○
日本文学 ◎
日本国憲法 ◎
心理学 ◎ ○
ヨーロッパ文化 ◎ ○
生活と環境 ◎
生命と自然 ◎
ライフデザイン論 ◎
公衆衛生学 ◎ ○ ○
社会福祉概論 ◎ ○ ○
解剖学 ◎ ○
生理学 ◎ ○
生化学Ⅰ ◎ ○
生化学Ⅱ ◎ ○
生化学実験 ◎ ○
食品学総論 ○ ○ ○ ◎
食品学各論 ○ ○ ○ ◎
食品学実験 ○ ○ ◎
食品加工学実習 ○ ○ ◎
食品衛生学 ○ ◎
食品衛生学実験 ○ ○ ◎
基礎栄養学Ⅰ ○ ◎ ○
基礎栄養学Ⅱ ○ ◎ ○
応用栄養学Ⅰ ◎ ○
応用栄養学Ⅱ ◎ ○
応用栄養学実習 ◎ ○
臨床栄養学概論 ◎ ○
臨床栄養学実習 ◎ ○
栄養指導論 ◎
栄養指導演習 ○ ◎
栄養士情報処理演習 ◎
栄養指導実習 ◎
公衆栄養学概論 ◎ ○
調理学 ○ ◎ ○ ○
基礎調理学実習Ⅰ ○ ◎
基礎調理学実習Ⅱ ○ ◎
応用調理学実習Ⅰ ○ ◎
応用調理学実習Ⅱ ○ ◎
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給食計画論 ◎ ○
給食実務論 ◎ ○
給食管理実習Ⅰ ◎ ○ ○
給食管理実習Ⅱ ◎ ○ ○
校外給食管理実習Ⅰ ◎ ○ ○
栄養士基礎演習 ○ ○ ◎
献立デザイン演習 ◎ ○ ○
フードプロジェクト ○ ○ ○ ○ ◎
卒業セミナー ○ ○ ○ ○ ◎
栄養・生化学演習 ○ ◎
栄養士総合演習Ⅰ ◎
栄養士総合演習Ⅱ ◎
校外給食管理実習Ⅱ ◎ ○ ○
フードアナリスト概論 ◎
フードアレンジ演習 ◎
フードインターンシップ ◎
製菓・製パン演習 ○ ◎
医療事務総論 ◎
情報処理演習 ◎
医療事務演習 ◎
医療秘書実務学 ◎
医療秘書実務実習 ◎
介護概論 ◎
薬と検査 ◎

ポイント割合（％）
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科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キリスト教概論 1年前期 講義 ２ 卒業必修 山下 敦 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

◎ ○             

授業の目的 

「創世記」より、神の似姿として創造された人間本来の姿を学び、原罪を犯し、その結果、弱さを背負い、闇の中で生き続ける人間の現実に

ついて知る。また、「新約聖書」をとおして、その弱い人間を救いに来られたイエスの教えを学ぶ。愛とゆるしに貫かれたイエスの教えをもと

に、キリスト教的価値観について学びながら、生きることの意味や、人間本来の在り方、真の幸せについて深く考察する。 

到達目標 

１．キリスト教的人間像に基づく、人本来の在り方を知る。 

２．愛とゆるしの重要性の認識を深め、学んだことを日常生活に活かせるようになる。 

３．人生において、特に重大な決断や判断の際、その基準となる価値観を身に着ける。 

授業の概要 
講義のテーマに即した聖書の箇所を精読し、説明する。各自に向けられている聖書からのメッセージを読み

取る。随時カトリック教会の教えも参照し、理解の助けとして視聴覚教材を用いることもありえる。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

１ 授業内容と授業のねらい 

２ 「聖書」という書物についての概観 

９ イエスの宣教生活と教え③ 

２ 「創世記」の世界① ～キリスト教的人間論～ １０ 

小テスト（３） 

「イエスの宣教生活と教え①～③」のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの宣教生活と教え④ 

３ 「創世記」の世界② ～キリスト教的人間論～ １１ イエスの宣教生活と教え⑤ 

４ 「創世記」の世界③ ～キリスト教的人間論～ １２ イエスの宣教生活と教え⑥ 

５ 

小テスト（１） 

「創世記」の人間論のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの生涯① 

１３ 

小テスト（４） 

「イエスの宣教生活と教え④～⑥」のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの受難と復活① 

６ イエスの生涯② １４ イエスの受難と復活② 

７ 

小テスト（２） 

イエスの生涯のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの宣教生活と教え① 

１５ 全体のまとめ 

８ イエスの宣教生活と教え②   

試験・評価 ４回の小テストとまとめのレポート８０％、受講態度２０％で評価する。 

留意事項 講義の進行状況によって、順番が入れ替わったり内容が少し変わったりすることもある。 

準備学習 
（予習・復習等） 

次の講義の聖書の箇所を、事前に読んでおく。意味のわからないことばを書き留め

るなどして準備する。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
小テストの解答・解説は、次回の授業で行う。 

テキスト 「新約聖書」新共同訳 日本聖書協会 

参考書等 「信愛教育ガイドブック」 久留米信愛女学院短期大学、「カトリックの信仰生活がわかる本」（女子パウロ会） 

























 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キャリアガイダンスⅠ 1年通年 演習 1 卒業選択 山村 涼子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎         ○   

授業の目的 

１．初年次教育として、大学教育に必要をされる学修リテラシー（情報の収集・分析、文章の読解・表現、課題の発見・解決、学習計画の立案・実行、大学生活一般における

ＰＤＣＡサイクルの確立、等）を身につける。 

２．キャリア教育として、自らの職業観や将来像を再確認し、栄養士や医療事務など資格を生かした業種・職種への理解を進めることで、自己分析力を身につけ、進路を見据えた就業力を育成する。 

到達目標 

１．大学教育の意義を理解し、大学教育を受ける方法を身につけ、積極的に取り組む態度を確立すること。 

２．大学教育と就業に対する意識を持ち、目指す栄養士像を考えることができるようになること。 

３．卒業後の進路を見据え、どのような知識・能力が求められるのかを理解できるようになること。 

授業の概要 

通年で１５回（前期７回・後期８回の予定）の授業を通して、就業力および社会人基礎力について学習する。

教科担当者のほかに、就職部教職員や特別講師等とも連携した授業の中で、上級生や卒業生との交流、グ

ループディスカッション等のアクティブラーニングを行い、職業観について考え、進路の早期確定を目指す。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

自己紹介・他己紹介（アクティブラーニング） 

進路希望調査の実施① 

９ 

求人票の見方、採用までの流れについて学ぶ 

履歴書の作成（１） 

履歴書の書式について学ぶ 

２ 

キャリア形成（１） 

 学生生活における心構えとﾏﾅｰについて学ぶ 

                       （ノート提出①） 

１０ 

履歴書の作成（２） 

履歴書の具体的な作成について学ぶ 

自己分析をする 

３ 

キャリア形成（２） 

働くことの意義について学ぶ 

                      （ノート提出②） 

１１ 

履歴書の作成（３） 

履歴書を作成する 

[履歴書提出] 

４ 
文章表現について 

特別講師から新聞の読み方や文章表現について聞く        
１２ 

就職試験対策講座（１） 

就職活動を始めるにあたっての心構えについて学ぶ 

５ 

ポートフォリオを活用したレポート作成と提出（１） 

ＭＬ室でレポート（２・３回目の授業内容）を作成し、提 

出する                 （レポート提出①） 

１３ 

就職試験対策講座（２） 

面接試験の概要と受験に際しての心構え等を学ぶ 

                        （ノート提出⑤） 

６ 

職業観について 

特別講師から栄養士職・医療事務等の職業観につい 

て聞く                   （ノート提出③） 

１４ 

就職内定報告会（アクティブラーニング） 

２年生から就職内定までの活動報告や取り組み等に 

ついての話を聞く           （レポート提出②） 

７ 

卒業生との懇談会 （アクティブラーニング） 

 卒業生から現場の実情や働き方について聞く 

（ノート提出④） 

１５ 

ポートフォリオを活用したレポート作成と提出（２） 

ＭＬ室で各自のレポート（1４回目の授業内容）を作成

し、提出する        

８ 
進路希望調査の実施② 

 今後の目標設定 
  

試験・評価 受講態度・姿勢３０％、レポート・履歴書提出３０％、ノート提出４０％で評価する。 

留意事項 
授業の日時・場所等は変更になることがあるので、掲示をよく確認しておくこと。 

ノート①～⑤はキャリア形成支援室へ提出、レポート①②は、学内のパソコンで作成し提出すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にその範囲のテキストに目を通した上で授業に臨み、不明な点は、できるだけ

授業時間内に質問をして解決すること。また復習して理解を深めるようにすること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 

提出されたノートは添削・採点し、次回の授業で返却し総評する。レポート①②は添削・採点し、ポートフォリオ

を活用してコメントを返す。 

テキスト 「キャリア形成支援BOOK」 久留米信愛女学院短期大学キャリア形成支援推進室 

参考書等 適宜、紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キャリアガイダンスⅡ ２年通年 演習 １ 卒業選択 山村 涼子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎         ○   

授業の目的 

「キャリアガイダンスⅠ」で培った職業観・勤労観および生き方や生活のあり方を土台に、自らの個性・能力

を認識し、把握した上で、卒業後の進路を自らの責任で選び、自己実現を目指すための社会的・職業的自立

を支える就業力を育成することを目的とする。 

到達目標 

１．自分のキャリア形成においてどのような知識・技能が必要になるかを理解すること。 

２．社会人また栄養士として求められる水準に対応できる各種能力を身につけること。 

３．就職先の内定を得た上で、社会人、栄養士として働くにあたって必要となる姿勢・態度を身につけること。 

授業の概要 

通年で１５回（前期７回・後期８回の予定）の授業を通して、就業力および社会人基礎力を身につける。教科

担当者のほかに、就職部教職員や特別講師等とも連携した授業の中で、他学科との合同受講やグループディ

スカッション等のアクティブラーニングを行い、社会的・職業的自立を目指す。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

進路希望調査の実施 

 希望進路を確認し、具体的な目標を立てる 

９ 
生活のあり方や生き方について（１） 

女性としての生き方について学ぶ 

２ 

就職活動の実際について 

 特別講師から就職の現状等についての講義を受ける 

 （レポート提出①） 

１０ 

生活のあり方や生き方について（２） 

現代社会での自分らしい生き方ついて学ぶ 

（ノート提出④） 

３ 
就職試験対策講座（１） 

 履歴書等の文章表現についての対策 
１１ 

ビジネスマナー講座 

特別講師から社会人として働き、生活していく中で必 

要とされる教養について話を聞く   （ノート提出⑤） 

４ 
就職試験対策講座（２） 

面接試験等の会話表現についての対策 
１２ 

労働法について 

特別講師から労働法について話を聞く 

５ 

就職試験対策講座（３） 

模擬面接を受け、面接のポイントについて学ぶ 

（ノート提出①） 

１３ 

社会人としての心構え（１） 

卒業後における大学からのキャリア形成支援等につ

いて指導を受ける 

６ 

グループディスカッション（アクティブラーニング） 

与えられたテーマについて、グループディスカッション 

を行う                   （ノート提出②） 

１４ 
社会人としての心構え（２） 

早期離職の予防について話を聞く 

７ 

対人関係について 

特別講師からの講義を受ける 

（ノート提出③） 

１５ 

総括・ポートフォリオを活用したレポート作成と提出 

ＭＬ室でまとめのレポートを作成し、提出する   

                       （レポート提出②）  

８ 
進路確認 

希望進路および就職活動状況についての確認・報告 
  

試験・評価 受講態度・姿勢３０％、レポート提出３０％、ノート提出４０％で評価する。 

留意事項 
授業の日時・場所等は変更になることがあるので、掲示をよく確認しておくこと。 

ノート①～⑤はキャリア形成支援室へ提出、レポート①②は、学内のパソコンで作成し提出すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にその範囲のテキストに目を通した上で授業に臨み、不明な点は、できるだけ

授業時間内に質問をして解決すること。また復習して理解を深めるようにすること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 

提出されたノートは添削・採点し、次回の授業で返却し総評する。レポート①②は添削・採点し、ポートフォリオ

を活用してコメントを返す。 

テキスト 「キャリア形成支援BOOK」 久留米信愛女学院短期大学キャリア形成支援推進室 

参考書等 適宜、紹介する。 















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

ライフデザイン論 １年前期 講義 ２ 卒業選択必修  

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎             

授業の目的 

自然に代表される多様な環境に適応してきた人間の英知の積み重ねである生活（＝ライフ）を、自ら主体的に創造する

（＝デザイン）生き方を学ぶ。本講義では、生活文化の中における自然と人事の一体感を学ぶことにより「自然に対する愛」

を再認識し、生活環境の守り手としての自覚を持ち、生活の持つ普遍性と奥深さに気づくことを目指す。 

到達目標 

１．「生活文化」の定義を把握する。 

２．「生活文化」の各領域に関する基本的な用語を習得し、生活を楽しむ姿勢を持つことができるようになる。 

３．「生活文化の伝達」という視点を持ち、「ライフデザイン」というステージに到達することの意義を理解できるようになる。 

授業の概要 

生活を、その主人公（主体者）である人間の人生（ライフコース）に寄せて考察する。その際の視点として、人

が生まれてから死ぬまでを春夏秋冬の四季になぞらえることとする。講義を理解しやすくするため、講義内容

に関連したビデオ等を適宜視聴し、具体的な事例と共に生活文化を考察する。 

授業計画 

１ 

生まれる－生命と生活文化 

・「文化」とは何か 

・人生の四季としての「生活文化」 

９ 

秋②守る 

・倹約の生活文化 

・暮らしを守る環境観         小テスト実施 

２ 

春①育つ 

・社会化のプロセスとしての「子育ち・子育て」 

・子育て文化の日米比較 

１０ 

語る③ 

・「うた」にこめられた生活文化 

・口伝による無形の生活文化  

３ 

春②学ぶ 

・近代以降の学校制度 

・学歴と資格 

１１ 

冬①扶けあう 

・企業と地域社会の共生 

・ボランティア活動とは 

４ 

春③目覚める 

・「こども」と「おとな」の境界 

・自我の目覚め 

１２ 

冬②味わう 

・季節と年中行事 

・東西食事の作法の比較 

５ 

夏①働く 

・「働くこと」と「仕事」と「労働」 

・家事労働の概念             小テスト実施 

１３ 

冬③伝える 

・知識から智慧へ 

・話す文化と書く文化         小テスト実施 

６ 

夏②遊ぶ 

・「遊ぶこと」と「生きること」 

・文化としての遊び 

１４ 
まとめ 

・生活文化の原点としての江戸文化  

７ 

夏③結びあう 

・結婚の社会的意味 

・男女が結び合うメカニズム 

１５ 
レポート作成 

「ライフデザインする生き方について」 

８ 

秋①愛でる 

・「雪月花」を愛でる文化 

・「ペットの愛玩」にみられる社会文化的側面 

  

試験・評価 受講態度２０％、小テスト３回分３０％、レポート５０％で総合評価する。 

留意事項 授業中にプリントや新聞記事のコピーなども教材として配布するので、紛失しないよう保管すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前に教科書を読んでから授業に臨むこと 必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業内で実施した小テストは次回に返却し解説を行う。 

テキスト 「生活文化の世界」 臼井和恵・岡部千鶴他 酒井書店 

参考書等 「祖母・母たちの娘時代」 湯沢雍彦・岡部千鶴他 クレス出版 







































































 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

校外給食管理実習Ⅰ 
２年前期 

別に示す 
実習 １ 

卒業選択 

免許必修 
山村 涼子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎ ○ ○    

授業の目的 

学内の講義・実習で学んだ栄養教育および給食管理の理論や技術を、事業所・福祉施設などの現場で具

体的に実践することにより、確実なものとする。給食業務を行うために必要な給食サービス提供に際し、栄養

士として具備すべき知識および技能を習得することを目的とする。 

到達目標 

１．実習施設における給食の特質や給食業務の概要について理解すること。 

２．実習施設における「給食の運営」の実際を体得し、栄養士実務の実際について理解すること。 

３．事前に設定した個人目標を達成させること。 

授業の概要 

２年次の６月第３週（第３月曜日週）に、学外の事業所（事業所および社会福祉施設などを含む）に於いて、

４０～４５時間（５～６日間）の実習を行う。各実習施設の状況に応じて実習計画が立てられ、各自で担当者と

連絡調整を取り、実習に臨む。学内での実習オリエンテーション（事前・事後指導）に参加する。 

授業計画 

【実習施設の決定】 

 福岡県内の栄養士・管理栄養士養成施設は校外実習に関する連絡協議会をもち、実習受け入れ先の調整を行っている。よっ

て、１年次の前期終了時までに（７月末頃）、「事業所給食」の実習希望調査を行う（その後、学内で９月末までに調整）。この希

望調査を基に、連絡協議会を通して「事業所給食実習の受け入れ施設」が決定する（１２月頃）。 

 その後、２年次前期に実習施設の最終調整を行ない、学内掲示にて通知する。 

 

 

【実習オリエンテーション】 

事前のオリエンテーションは、次の予定がある。 

１． 校外実習報告会（１年次の７月頃） 

「給食計画論」の授業の中で、２年生から実習報告を受ける（１・２年生合同参加）。 

 

２． 「栄養指導実習」、「給食実務論」（２年次前期）など関連科目にて適宜 

実習先との連絡調整、課題への取り組み、実習先への提出書類、実習期間中の諸注意などの指導を受ける。 

 

３． 各実習先（訪問日時は、各グループまたは各自と実習先で連絡調整を行う） 

事前訪問において、実習指導担当者より携行品、課題、連絡の取り方など指導を受ける。 

 

事後のオリエンテーションは、次の予定がある。 

１． 「給食実務論」（２年次前期）など関連科目にて適宜 

実習先への礼状・連絡、報告書作成など実習後にするべき事項の指導を受ける。 

 

２． 校外実習報告会（２年次の７月頃） 

 「給食実務論」の授業の中で、１年生に対して実習報告をする（１・２年生合同参加）。 

試験・評価 実習先からの評価８０％、校外実習ノートおよび事前・事後の取り組み姿勢２０％で総合評価をする。 

留意事項 体調管理に注意を払い、目的意識を持ち、意欲的に実習に取り組むこと。 

準備学習 
（予習・復習等） 

実習施設の給食の特徴について予習し、実習目標を定めて課題に取り組み、実習

に臨むこと。 
必要時間：指定せず 

課題の 

フィードバック 

実習中は実習施設の指導者の指示を仰ぐ。実習後は校外実習ノート・課題等を教科担当者に提出する。提出

されたものは添削・採点し、返却・総評する。 

テキスト なし 

参考書等 「給食計画論」、「給食管理実習」、「応用栄養学」、「栄養指導論」など、関連科目で使用したテキスト類 

















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

校外給食管理実習Ⅱ 
２年前期 

別に示す 
実習 １ 卒業選択 石井 妙子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○ ○       

授業の目的 

病院において給食業務を行うために必要な給食サービス提供に関し、栄養士として具備すべき知識および

技能を習得することを目的とする。また、他の施設とは異なる病院給食の特性を考えながら実習に臨み、病

院給食における給食の計画や運営について学ぶ。 

到達目標 

１．病院における施設の特性と併せ栄養管理がどのように行われているか理解する。 

２．病院給食業務の実際について理解を深める。 

３．事前に設定した個人目標が実行できる。 

授業の概要 

２年次の９月第１週（第１月曜日週）に実施する。実習時間は４５時間（５～６日間）とする。実習に際し、事

前準備として前期中に数回程度の指導を行い、各自で施設の担当者と連絡調整をしてもらい実習に臨むこと

となる。実習後についても事後指導を数回程度行う。 

授業計画 

【実習施設の決定】 

 福岡県内の栄養士・管理栄養士養成施設は校外実習に関する連絡協議会をもち、実習受け入れ先の調整を行っている。よっ

て、１年次の前期終了時までに（７月末頃）、「病院給食実習」の希望調査を行う（その後、学内で９月末までに調整）。この希望

調査を基に、連絡協議会を通して「病院給食実習の受け入れ施設」が決定する（１２月頃）。 

 その後、２年前期履修登録後に「校外給食管理実習Ⅱ」の受講者と実習施設を最終調整し学内掲示にて通知する。 

 

【実習オリエンテーション】 

 実習に関する事前のオリエンテーションは、次の予定がある。 

１． 校外実習報告会（１年次の１月頃） 

２年生から実習報告を受ける（１・２年生合同参加）。 

 

２． 「栄養指導実習」「給食実務論」（２年前期）など関連科目にて適宜 

校外実習に関する基本的な事項などの指導や諸注意を受ける。 

３． 実習の事前・事後（担当教員より２年次の前期終了までに日時の連絡がある） 

      実習先との連絡調整、課題への取り組み、実習期間中の諸注意、実習後にするべき事項などの指導を受ける。 

 

４． 各実習先（訪問日時は、各グループで実習先と連絡調整を行う）事前訪問において、実習指導担当者より携行品、課

題、連絡の取り方など指導を受ける。 

 

【事後のオリエンテーション】 

１． 各自、個別に実習先への礼状・連絡、報告書作成など実習後にするべき事項の指導を受け、実習ノートを提出する。 

 

２． １年生に対して実習報告をする（１・２年生合同参加）。 

 

 

試験・評価 実習先からの評価８０％、校外実習ノートおよび事前・事後の取り組み姿勢２０％で総合評価する。 

留意事項 体調管理に注意を払い、目的意識を持ち、意欲的に実習に取り組むこと。 

準備学習 
（予習・復習等） 

実習施設の給食の特徴について予習し、実習目標を定めて課題に取り組み、実習

に臨むこと。 
必要時間：指定せず 

課題の 

フィードバック 

実習中は実習施設の指導者の指示を仰ぐ。実習後は校外実習ノート・課題等を教科担当者に提出する。提出

されたものは添削・採点し、返却・総評する。 

テキスト なし 

参考書等 「給食計画論」、「給食管理実習」、「応用栄養学」、「栄養指導論」など、関連科目で使用したテキスト類 





















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

介護概論 ２年後期 講義 ２ 
卒業選択 

資格必修 
岡 由紀子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

              ◎ 

授業の目的 

日々の生活の中での身近な問題として「介護」を捉えることができることを目的とする。 

具体的には、人間理解と尊厳について学び、「生活」「生きる・活きる」ことに関心を持ち、自身の生活を振り返

り、社会資源の活用について具体的に考えることができることを目指したい。 

到達目標 

１．「今を活きる」ことについて関心を持つことができる。 

２．介護の概念、介護の意義、介護の機能などに潰え考えることができる。 

３．社会資源についての理解を深め、日々の暮らしの中で活用することができる。 

授業の概要 

日本の社会福祉の歴史から、介護の歴史を学び、その中で、人間の尊厳について、「生きる・活きる」ことに

ついての理解を深める。これらの理解のために、新聞記事、DVD などを活用し、小集団での討議なども行いた

い。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

日本の現状を知る 

 ⇒人口構造の変化を通して、現状を理解する 

９ 
コミュニケーション技法を学ぶ① 

自己理解・他者理解 

２ 
日本の介護制度の変遷 

家族介護から社会的介護への過程を理解する 
１０ 

コミュニケーシ技法を学ぶ② 

言語・非言語コミュニケーション 

傾聴演習 

３ 
介護の目的を理解する 

事例を通して、介護とは何かを検討する 
１１ 

自立支援と介護① 

DVD視聴を通して自立支援とは何かを理解する 

４ 

介護の対象者理解① 

老化について考える 

DVD視聴を通して理解を深める 

１２ 

自立支援と介護② 

援助関係の基本（利用者の尊厳について） 

他者を尊重するということについて学ぶ 

５ 

介護の対象者理解② 

障害について考える 

DVD視聴を通して理解を深める 

１３ 

地域の中での社会資源について理解する① 

社会資源とは何かを理解し、事例を通して社会資源

を活用することができるようになる。 

６ 

介護の対象者理解③ 

支援を要する人のみならず、誰もが、「尊厳の保持・ノーマライゼー

ション・自立支援など」の視点で関わることの必要性を理解できる。 

１４ 
事故を予防する姿勢を学ぶ 

リスクマネジメントの必要性を学ぶ 

イラストを活用した危険予知訓練で日常に潜む事故の危険性を理解する 

７ 
私たちの生活に関連している法制度を理解する 

 社会保険制度・生活保護制度など 
１５ 

まとめ 

「当たり前」を捉え返し、何気ない日常の大切さに気

付き、「生きる・活きる」ことを大切にできる。 

８ 
権利擁護について学ぶ 

成年後見制度や日常生活自立支援事業を学ぶ 
  

試験・評価 筆記試験７０％、および受講態度１０％、毎回のリアクションペーパー２０％で総合評価する。 

留意事項 
テキストは使用しないので、プリント・DVD視聴・体験を通した講義を展開する。講師が一方的に講義をするのではなく、グループワークなどを

活用しながら、皆で考える講義を展開したいと考える。身近にある介護問題に目を向け、参加意識を持って講義に臨まれたい。 

準備学習 
（予習・復習等） 

新聞・各種報道から、福祉・介護問題などを検索し、自身の生活と照らし合わせて

考え、それを持って講義に臨み、互いに発表し合い、理解を深める。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
 

テキスト なし 

参考書等 適宜提示する。 








